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瀬戸内寂聴氏と伊井館長 
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　日本人は、今日まで約1200年にわた
り、日本文学を維持してきました。古
代の『万葉集』、平安時代の『源氏物語』、
さらには中世、近世、近代と生み出さ
れてきた、世界でも類を見ない膨大な
日本文学作品の数々、そこには日本人
の豊かな心がたたえられ、文学だけで
はなく、絵画、芸能にいたるまで日本
文化の基盤ともなり、人々にやすらぎ
を与えてきました。 
 
　国文学研究資料館では、この貴重な
文化遺産を次の世代に受け継ぐとともに、
調査研究し、成果の社会還元もしてい
きたく願っています。具体的には、日
本文学研究の成果等の出版活動、インター
ネットによる国内外への情報発信、貴
重な資料の展示会、日本文学の講演会
及び講座等も計画していく所存です。
さらに、海外における日本研究者との
交流、日本文学の共同研究と普及、国
内外の若手研究者の育成、他の研究機
関との学術交流の促進なども図ってい
くことを目指し、日本文学研究の世界
的拠点として活動し、新しい人文学研
究の創造に努めたく思っています。 
　国文学研究資料館では、この趣旨を
実現するため、賛助会員制度（友の会）
を創設し、広範なご支援をいただける
よう準備しております。この創設には、
秋山虔氏、瀬戸内寂聴氏、ドナルド・
キーン氏などの著名な方々からの推薦
もいただき、深く感謝する次第です。
どうかこの意義に御賛同いただき、国
文学研究資料館への倍旧の御理解、御
支援を賜りますよう、衷心からお願い
申し上げます。 
表紙絵解説『近世水滸伝』（きんせいすゐこでん） 
 「篠崎の政吉　坂東彦三郎」大判錦絵、文久2年（1862）7月改印、3代目歌川豊国画。仮名垣魯
文暗記の略伝。講釈『天保水滸伝』の洲崎の政吉は、飯岡助五郎の一の子分。笹川への飯岡方の
襲撃の折り、槍に刺されて死ぬ。当時の人気歌舞伎役者5代目坂東彦三郎の似顔で描かれる。 
　賛助会員として御寄附いただいたお金は、すべて人間文化研究機構国文学研究資
料館への寄附金となり、以下の活動の資金とさせていただきます。 
 
○　国内外における日本文学の研究活動支援。 
○　日本文学研究の若手研究者の育成と研究支援。 
○　国内外の研究機関との共同研究、学術交流。 
○　日本文学関連研究資料の収集。 
○　講演会、展示、講座等による研究の社会的な還元。 
○　その他、当館の目的を達成するための事業の実施。 
 
　また、賛助会（友の会）会員の皆様には、国文学研究資料館で実施する講演会、展示、
シンポジウム、講座の案内を差し上げるとともに、国文学研究資料館で販売してい
る書籍を優待価格で購入していただけます。 
建設中の新施設 
国文学研究資料館ニューズ　No.5  
 ２００６　Ａｕｔｕｍｎ 
●立川移転までの主なスケジュール 
　当館は平成19年度に立川市緑町に移転す
る予定です。 
　現在、立川新施設の工事は、順調に進ん
でおり、来年度には移転の準備作業のため
臨時に閲覧業務の休止を予定しています。 
　また、それ以前に現施設のアスベスト撤
去作業のため、平成18年度末にかけて閲覧
業務の休止を予定していますので、利用者
の方々の御理解・御協力をお願いします。 
平成19年 1 月 閲覧業務休止 
 （アスベスト撤去工事） 
平成19年 4 月 閲覧業務再開 
平成19年 5 月 春季特別展 
平成19年秋 閲覧業務休止 
 　（移転準備作業） 
平成20年 2 月 立川新施設に引越 
平成20年 4 月 立川新施設で閲覧業務再開 
平成20年 5 月 移転記念式典・記念展示 
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R O B U N
秋季特別展 
仮名垣魯文百覧会 
 
　日本文学研究史において空白部分を多く
残す幕末・明治開化期文学に照明を当て、
新たな研究動向を開拓する試みとして、当
時の戯作界の雄と目される仮名垣魯文をと
りあげます。〈江戸の残照〉〈開化の寵児〉〈報
道する戯作者〉〈魯文の交友圏〉等、テーマ
ごとに6ブロックに分けて資料を展示する予
定です。戯作者魯文が生きた波乱と変動の
時代とともに、彼の文業を通覧します。 
　 
日時：平成18年10月17日（火）～11月2日（木） 
　　　（土・日曜を除く） 10：00～16：30 
　 
場所：国文学研究資料館　展示室〈入場無料〉 
　 
展示予定書目 
 ◆当館所蔵 
 「西洋道中膝栗毛」「牛店雑談　安愚楽鍋」 
 「高橋阿伝夜刄譚」 
 「珍猫百覧会開筵」引札、魯文自筆原稿・葉書等。 
 ◆毎日新聞社新屋文庫（※）から 
・郵便報知新聞創刊予告、平仮名絵入新聞引札、日新堂支局文象社新聞書籍縦覧所
広告等の明治初期新聞関連資料。 
・「東京各社　撰抜新聞」のうち“高橋阿伝”、「見立多以尽」のうち“とりけしたい”
等の錦絵。 
・グラント氏接待夜会招待状（差出人：東京接待委員総代　渋沢栄一・福地源一郎）
他を予定。 
 
 ※新屋文庫 
　大正から昭和初期にかけて大阪毎日新聞記者として活躍、後に近衛文麿の秘書と
なった新屋茂樹氏（1886～1946）の蒐集した幕末・明治期の新聞雑誌を中核とする
屈指のコレクションです。 
　氏の死後、毎日新聞社に寄贈され（昭和42年）、原則非公開の資料となっています
が、今回の展観にあたり、毎日新聞社のご厚意により魯文関連引き札をはじめ、当
時の新聞発行をめぐる貴重な資料をお借りすることとなりました。 
シンポジウム 
 江戸から明治へ －仮名垣魯文を中心として－ 
　 
  パネリスト 
　  佐々木亨（徳島文理大学教授）　　　　  「魯文の時勢順応主義を考える」 
　  山本和明（相愛大学教授）　　　　　　  「憧憬と継承－魯文の果たしたこと」 
　  青木稔弥（神戸松蔭女子学院大学教授）  「魯文 vs 諭吉」 
　 
 コーディネーター　谷川惠一（国文学研究資料館教授） 
　 
　  日時：平成18年10月20日（金）　16：00～18：00 
　  場所：国文学研究資料館　大会議室〈入場無料〉　先着120名 
本展示及びシンポジウムは、国文学研究資料館複合領域研究系「開化期戯作の社会史研究」プロジ
ェクトによる研究成果です。 
あらや 
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第30回　国際日本文学研究集会 
30th International Conference on Japanese Literature 
テーマ：「表象と表現」 
プログラム 
平成18年11月9日（木） 
 【第1セッション】研究発表　13：10～ 
 　座長　ロバート　キャンベル（東京大学助教授） 
 　　①『通俗忠義水滸伝』をめぐる諸問題　　中村　綾（京都府立大学研修員） 
 　　②『三国志画伝』における『通俗三国志』の解釈―挿絵を手掛かりとして― 
 　　　　　梁蘊嫻（東京大学大学院） 
 　　③江戸時代庭園における西湖景観の表象と表現―漢詩文史料の考察を通して― 
 　　　　　李偉（総合研究大学院大学） 
 【第2セッション】研究発表　15：10～ 
 　座長　山下則子（国文学研究資料館教授） 
 　　④馬琴の黄表紙における表象と表現の類型に関する試論 
 　　　　　Kristian BERING（SOASロンドン大学大学院） 
 　　⑤〈膝栗毛もの〉絵双六の表象と表現　　康志賢（全南大学校副教授） 
 　　⑥「伎楽」追跡考―東アジア仮面劇・芸能研究の一端として― 
 　　　　　徐禎完（翰林大学校教授） 
 【ポスターセッション】17：10～ 
 　座長　伊藤鉄也（国文学研究資料館助教授） 
 　　①『古今和歌集』における桜歌についての考察 
 　　　　　閔士（お茶の水女子大学大学院） 
 　　②大正大学蔵『源氏物語』の書写環境について　　唐暁可（埼玉大学大学院） 
 　　③韓国語訳『源氏物語』に於ける巻名の付け方について 
 　　　　　李芝善（埼玉大学大学院） 
 　　④日本文学におけるタイ表象―オリエンタルなロマンスを求めて― 
 　　　　　METHASATE Namthip（チェラーロンコーン大学専任講師） 
 【レセプション】18：20～ 
 
 平成18年11月10日（金） 
 【第3セッション】研究発表　10：30～ 
 　座長　横井　孝（実践女子大学教授） 
 　　⑦見ぬ人見ぬ世見ぬ鏡―和歌の幻想される場所として― 
 　　　　　王軍合（東京外国語大学大学院） 
 　　⑧惜別の抒情―『古今和歌集』源実の惜別の歌群と「をり」の表現意図― 
 　　　　　江藤高志（大阪市立大学大学院） 
 　　⑨『伊勢物語器水抄』における秘伝の意義―帰納的なアプローチによって― 
 　　　　　Jamie L. NEWHARD（アリゾナ州立大学助教授） 
 【第4セッション】研究発表　13：30～ 
 　座長　坪井秀人（名古屋大学教授）　関　礼子（亜細亜大学教授） 
 　　⑩従軍と「写実」―国木田独歩の「朝鮮」記事を中心に― 
 　　　　　水野達朗（高麗大学校助教授） 
 　　⑪日本語時代の台湾文学―短歌結社「新泉」と宇野覚太郎― 
 　　　　　頼衍宏（銘傳大学専任講師） 
 　　⑫葛藤する「郷士」―呉希聖「豚」における植民地台湾の表象― 
 　　　　　呉亦　（筑波大学大学院） 
 　　⑬「記憶・忘却」装置としての文学―戦後初期中学校「国語科」教科書を中心に― 
 　　　　　朴貞蘭（名古屋大学大学院） 
 【公開講演会】16：05～ 
 　　果たして戦後が終わったのか―日本戦後文学史読み直しへの試み― 
 　　　　　Mostafa, Ahmed Mohamed Fathy（カイロ大学教授） 
 【総括】17：05～　小峯和明（立教大学教授） 
講義風景 
様々なそろばんの説明 
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●複写料金の改定について 
　当館では、紙焼写真等の複写料金を、原材料費等の値上がりのため、平成18年11月1日
から以下のとおり改定します。 
　当館では、去る8月22日（火）に小
学生を対象とした「子ども見学デー」
を開催しました。当日は、近隣の小学
生と保護者合わせて30数名が参加しま
した。 
 
　「昔の遊びと昔の本」と題した講義は、
歌舞伎を題材とした昔の娯楽について
の説明が行われ、参加した小学生も進
んで発言するなど、和気あいあいとし
た講義でした。 
 
　「江戸時代の勉強方法」と題した講
義は、昔の寺子屋の様子や江戸時代の
習字の手本が紹介され、昔の机やそろ
ばんの実物を見ながら説明が行われま
した。 
 
　講義の合間には、江戸時代の本に直
接触れるなどして、親子揃って昔の本
に親しみました。 
●子ども見学デー 
種　別 備  考 規格 
～平18. 10. 31
 65円( 55円) 
 95円( 85円) 
 115円(105円) 
 180円(155円) 
15円( 10円)/ｺﾏ 
平18. 11. 1～ 
 90円 
 100円 
 110円 
 170円 
1,050円/100ｺﾏ 
料金　（　）は人間文化研究機構内料金 
A5 
B5 
A4 
B4 
35mm
紙焼写真 
ポジフィルム 
改定後は、人間文 
化研究機構内外と 
もに統一料金。 
100ｺﾏ以上は100ｺﾏ 
単位で積算。 
伊井館長（左）と徐一平センター長（右） 
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　当館では、今年7月、北京外国語大
学北京日本学研究センター（中華人民
共和国）と学術交流協定を締結しました。 
　北京日本学研究センターは中国にお
ける日本学研究の中心的機関であり、
当館としても協定を締結することによ
って、今後の中国における日本文学研
究状況の調査や文化交流の充実を図り、
両国の日本文学研究の発展を期待して
います。 
　今回の協定については、昨年8月に
北京日本学研究センター長の徐一平氏
から打診があり、当館において両国の
学術交流推進を検討し、両機関で合意
が得られ、今回の協定締結にいたりま
した。 
　協定の調印には、伊井館長が直接北
京に赴き、現地の日本文学研究者と交
流を深めました。 
●学術交流協定の締結 
平成１９年度入学者募集 
総合研究大学院大学文化科学研究科　日本文学研究専攻 
メールアドレス：kousei@soken.ac. jp
大学院博士後期課程 
 概要　大学院博士後期課程　定員3名 
 　　　複数教員による教育・研究指導（主任指導教員1名・副指導教員2名） 
 
 教育研究指導分野　共 通 科 目：文学資源情報の研究 
 　　　　　　　　　文学資源研究：原本実態を多角的に究明 
 　　　　　　　　　文学形成研究：文学の形成と受容史の考察 
 　　　　　　　　　文学環境研究：隣接諸学との連動 
 
 願書受付　平成18年12月8日（金）～14日（木）必着 
 
 選考方法　修士論文等の審査 
 　　　　　面接：平成19年2月7日（水）・8日（木） 
 
 お問い合わせ先 　Tel. 03-3785-7131（代表） 
 
 学生募集要項請求 募集要項の請求は、郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記し、
「希望する募集要項：5　平成19年度4月入学　文化科学研究科
日本文学研究専攻　博士後期課程」と記入の上、下記メールア
ドレスまで送信してください。 
スミス日記巻7表紙 
伊井春樹 
当館では、古典籍及び図書の寄贈を受け付けております。御刊行・御所蔵の資料を広く
研究に活用させていただくために、皆様のご協力をお願いいたします。 
C
5
平成１８年１０月 ６ 日 
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03－5751－7166
　イギリス生まれのリチャード・ゴー
ドン・スミスが初めて日本を訪れたの
は1898（明治31）年12月の40歳、その
後幾度か帰国をしたものの、大半は神
戸に居を構え、1915（大正4）年まで住
んでいたことは、現存する8冊の日記に
よって知られる。日本の宗教や文化に
関心を持ち、さまざまな見聞を記録し、
日記に多数の写真も貼りこむ。天狗や
河童、そこから伝説、神話などにも興
味を持ち、昔話を日記に書き入れ、絵
師に挿絵も描かせる。日記には書きき
れなくなったのか、別冊として5冊の昔
話集も存する。 
 
　文部省督学局の服部一三がニューオ
リンズでの万国工業綿花博覧会に派遣
されたのは明治17年、そこに新聞記者
として取材していた、ギリシャ生まれ
でイギリス人のラフカディオ・ハーン
と知り合う。ハーンは23年に来日、出
雲の中学校教師を斡旋したのは服部と
『古事記』を翻訳したチェンバレンであっ
た。ハーンは熊本第五高校、神戸クロ
ニクル社主幹、東京帝大講師となり、
36年に突如解任され、後任となったの
が留学から帰国してきた夏目漱石だった。 
 
　服部は、その後33年から大正5年ま
で兵庫県知事の職にあり、親しくした
のがスミスであった。ハーンが神戸を
離れて5年後にスミスが同じ地に住むよ
うになり、服部と親密な仲となる。ス
ミスの日記にしばしばハーンの名が記
され、自分の集めた怪談話との違いも
指摘する。二人は面識がなかったものの、
共通の友人服部から情報は得ていたの
であろう。スミスが日本の怪奇な話に
夢中になったのも、ハーンの影響があっ
たのかも知れない。スミスの手によっ
て収集された挿絵入りの昔話は、およ
そ250余話が現存する。 
スミスの日本昔話 
http: / /www.ni j l .ac . jp




